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３．16 キャリアアクションメッセージ関連関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）情報アクセスと送信API関数 

キャリア情報については、VOL-8 3.14を参照ください。 

 

（２）ライブラリ関数 

他にAPPが使用できるキャリアアクション処理用API関数として、以下の関数があります。 

 

 API関数名 機能 

1 DshDecodeS3F18() S3F17の応答ﾒｯｾｰｼﾞ S3F18をTCACT_ERR_INFO構造体にﾃﾞｺｰﾄﾞします。 

 

2 DshFreeTCACT_INFO() ｷｬﾘｱｱｸｼｮﾝ情報が格納されている TCACT_INFO 構造体の内部で使用されているﾒﾓﾘ

を開放するための関数です。 

3 DshCopyTCACT_INFO() TCACT_INFOのｷｬﾘｱｱｸｼｮﾝ情報を別の構造体にｺﾋﾟｰします。 

 

4 DshFreeTCACT_ERR_INFO() TCACT_ERR_INFO S3F18応答情報内のﾒﾓﾘを開放します。 

 

 

（３）ユーザ作成ライブラリ関数 

 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数名 機能 
1 DshResponseS3F18() 

 

S3F17 キャリアアクション要求応答 

 

 

ﾒｯｾｰｼﾞ受信 

         

    CONTENT

        など設定

ｷｬﾘｱ情報 

ｷｬﾘｱ情報 

ｱｸｾｽ、ﾒｯｾｰｼﾞ受信 

 

  設定 

 取得 

 

ｷｬﾘｱｱｸｼｮﾝ 

ﾒｯｾｰｼﾞ 

送信処理 

S3F17

        APP             DSHEng4                              HOST
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３．16．１ 使用する情報格納構造体 

 

 キャリア情報を操作する関数は、キャリア情報の格納のためにTCAR_INFO構造体を使用します。 

 キャリア情報とそのアクションなどに関連する構造体は下記のとおりです。 

 

（１）TCACT_INFO – Carrier Action Information - S3F17 

 

typedef struct{ 

        TDATAID     dataid; 

        char        *caction;           // car action cmd 

        int         action_index;       // cactionのindex 

        char        *carspec;           // carrier spec ( carid ) 

        int         ptn;                // port no. 

        int         cp_count;           // parameter count 

        TCACT_PARA  **cp_list;          // paramete list 

}TCACT_INFO; 

 

（２）TCACT_PARA – Carrier Action Parameter Information 

 

typedef struct{ 

        char        *cattrid;           // cattrid 

        int         attr_index;         // cattridのｲﾝﾃﾞｸｽ 

        void        *cattrdata;         // cattrdata 

}TCACT_PARA; 

 

（３）TCACT_ERR_INFO – Carrier Action Response Information – S3F18 

 

typedef struct{ 

        int         caack;   // CAACK 

        int         err_count;  // 含まれているｴﾗｰ情報の数 

        TERR_INFO   **err_list;  // ｴﾗｰ情報ﾘｽﾄ 

        } TCACT_ERR_INFO; 

 

（４）TERR_INFO – Object 応答エラー情報 

 

typedef struct{ 

        int     errcode;   // ｴﾗｰｺｰﾄﾞ (U1) 

        char    *errtext;   // ｴﾗｰﾃｷｽﾄ 

        } TERR_INFO; 
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３．16．２ キャリアアクション関連メッセージ送信関数 

  

 該当関数はありません。 
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３．16．３ キャリアアクション関連ライブラリ関数 

 
３．16．３．１ DshDecodeS3F17() - キャリア・アクション情報をS3F17へデコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS3F17(  

DSHMSG *smsg,             // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TCACT_INFO *pinfo         // ﾃﾞｺｰﾄﾞしたいｱｸｼｮﾝ情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS3F17 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef info As dsh_info.TCACT_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS3F17( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TCACT_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

デコードしたS3F17メッセージが格納されているメッセージ情報構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたキャリア・アクション情報を格納するための構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

smsgのS3F17メッセージの中に含まれるキャリアアクション情報をデコードしTCACT_INFO構造体に格納し

ます。 

 

smsg S3F17 

 

  L,5 

    dataid           decode 

    carrieraction 

     . 

 

 
 

TCACT_INFO 

構造体 
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３．16．３．２ DshFreeTCACT_INFO() - キャリア・アクション情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTCAR_INFO( 

      TCACT_INFO *pinfo          // ﾒﾓﾘを開放したいｱｸｼｮﾝ情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTCACT_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TCACT_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTCACT_INFO( 

        ref TCACT_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいキャリア・アクション情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TCACT_INFO構造体内で情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TCACT_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．16．３．３ DshCopyTCACT_INFO() - キャリア・アクション情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshCopyTCAR_INFO(  

TCACT_INFO *dinfo,                // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TCACT_INFO *sinfo                 // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTCACT_INFO ( 

        ByRef dinfo As IntPtr,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TCACT_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTCACT_INFO( 

        ref TCACT_INFO dinfo, 

        ref TCACT_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

キャリア・アクション情報のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のキャリア・アクション情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTCACT_INFO構造体内に格納されているキャリア・アクション情報をdinfoが指定する

TCACT_INFO構造体にコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTCACT_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．16．３．４ DshFreeTCACT_CONTENT() ‒ キャリアコンテント情報メモリ開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshFreeTCACT_CONTENT( 

TCACT_CONTENT   *info,                // ｷｬﾘｱｺﾝﾃﾝﾄ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTCACT_CONTENT ( 

        ByRef info As dsh_info.TCACT_CONTENT) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTCACT_CONTENT( 

        ref TCACT_CONTENT info ); 

 

（２）引数 

info 

キャリアコンテント情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

infoで指定されるTCACT_CONTETN構造体内に使用されているメモリを開放します。 

開放した後、TCACT_CONTENTの内容を 全て0 で初期設定します。 

infoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．16．３．５ DshMakeS3F17Response() - S3F17の応答メッセージの生成 

   

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshMakeS3F17Response(  

TCACT_INFO *info,               // ｷｬﾘｱｱｸｼｮﾝ要求情報格納領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

TCACT_ERR_INFO *erinfo,         // S3F18に設定する応答情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

DSHMSG *smsg,                   // S3F18 ﾒｯｾｰｼﾞを格納するﾒｯｾｰｼﾞ構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE  *buff,                 // S3F18のﾃｷｽﾄ格納ﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    buff_size                // buffのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshMakeS3F17Response ( 

        ByRef info As dsh_info.TCACT_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TCACT_ERR_INFO,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal buff_size As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshMakeS3F17Response( 

        ref TCACT_INFO info, 

        ref TCACT_ERR_INFO erinfo, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int buff_size ); 

 

（２）引数 

info 

キャリアアクション要求情報が格納されている領域のポインタです。 

erinfo 

S3F18メッセージに設定する応答情報が格納されている領域のポインタです。 

msg 

S3F18応答メッセージ情報を格納するためのメッセージ構造体のポインタです。 

buff 

S3F18応答メッセージのテキストを格納するためのバッファポインタです。 

buff_size 

buffのバイトサイズです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に生成できた。 

(-1) 生成できなかった。（buff領域不足） 

 

（４）説明 

S3F17に対するS3F18応答メッセージをinfoに含まれるキャリアアクション要求情報と応答情報に従って

作成します。 
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応答情報内の、caackをS3F18のCAACKとして設定します。 

CAACKはユーザがS3F17キャリアアクション要求メッセージを評価した結果です。 

 

erinfoの情報生成、設定には、DshInitTCACT_ERR_INFO ()、DshPutTOBJ_ERR_INFO()関数を使うことができ

ます。 
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３．16．４ ユーザ作成ライブラリ関数 

 

３．16．４．１ DshResponseS3F18() ‒ S3F18 キャリアアクション要求応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS3F18(  

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TCACT_INFO *info,             // ｷｬﾘｱｱｸｼｮﾝﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ TCACT_ERR_INFO *erinfo        

// S3F18応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS3F18 ( 

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TCACT_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TCACT_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

    int DshResponseS3F18( 

        uint trid, 

        ref TCACT_INFO info, 

        ref TCACT_ERR_INFO erinfo ); 

 

（２）引数 

trid 

S3F17受信時にDSHEng4から渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのID

です。 

info 

キャリアアクション要求情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

erinfo 

送信する応答メッセージS3F18に含まれる情報を格納するための構造体領域のポインタを指定しま

す。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

キャリアアクション要求メッセージS3F17に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dsh_ulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHEng4パッケージに

標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 

 

引数に指定されているTCACT_ERR_INFO構造体に含まれている情報からS3F18メッセージを組み立て、その

後、S3F18メッセージを送信します。 
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送信が終ったら、TCACT_ERR_INFOの構造体に使用されたメモリをDshFreeTCACT_ERR_INFO ()関数を使って

開放します。 

 

なお、S3F18メッセージの組み立てに、DshMakeS3F18Response()関数を使用できます。 
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３．17 ポートアクション、アクセスモード(S3F23,S3F25,S3F27)関連関数 

 
 搬入、搬出ポートのアクションならびにロードポートのアクセスモードの変更に関するメッセージ送信処理のために

使用できるAPI関数とライブラリ関数について説明します。 

 
（１）送信API関数 

 

ポートアクションとアクセスモード指令メッセージ送信に関連するサービスのためのAPI関数名はありま

せん。 

 

（２）ライブラリ関数一覧 

 
 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数名 機能 

1 DshDecodeS3F23 () 

 

S3F23 ﾒｯｾｰｼﾞをﾃﾞｺｰﾄﾞしﾎﾟｰﾄｸﾞﾙｰﾌﾟｱｸｼｮﾝ情報 TPORTG_INFO 構造体に情報を格納

します。 

2 DshFreeTPORTG_INFO() 

 

DshDecodeS3F23()で使用したﾒﾓﾘを開放します。 

3 DshCopyTPORTG_INFO() 

 

DshDecodeS3F23()で取得した構造体情報をｺﾋﾟｰします。 

4 DshMakeS3F23Response() 

 

S3F24応答ﾒｯｾｰｼﾞをTCACT_ERR_INFO構造体内の情報から生成します。 

5 DshDecodeS3F25 () 

 

S3F25 ﾒｯｾｰｼﾞをﾎﾟｰﾄｱｸｼｮﾝ情報TPORT_INFO構造体内にﾃﾞｺｰﾄﾞします。 

6 DshFreeTPORT_INFO() 

 

DshDecodeS3F25()で使用したﾒﾓﾘを開放します。 

7 DshCopyTPORT_INFO() 

 

DshDecodeS3F25()で取得した構造体情報をｺﾋﾟｰします。 

8 DshMakeS3F25Response() 

 

S3F26応答ﾒｯｾｰｼﾞを生成します。 

9 DshDecodeS3F27 () S3F27 ﾒｯｾｰｼﾞをﾎﾟｰﾄｱｸｾｽ変更情報構造体内にﾃﾞｺｰﾄﾞします。 

 

10 DshFreeTACCESS_INFO() DshDecodeS3F27()で使用したTACCESS_INFO構造体内のﾒﾓﾘを開放します。 

 

11 DshCopyTACCESS_INFO() DshDecodeS3F27()で取得したTACCESS_INFO構造体情報をｺﾋﾟｰします。 

 

12 DshInitTACCESS_ERR_INFO() S3F28応答用TACCESS_ERR_INFO情報構造体を初期化します。 

 

13 DshPutTACCESS_ERR_PARA() S3F28応答用TACCESS_ERR_INFO構造体にｴﾗｰﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報を加えます。 

 

14 DshFreeTACCESS_ERR_INFO() S3F28応答情報生成で使用したTACCESS_ERR_INFO構造体内のﾒﾓﾘを開放します。

 

15 DshMakeS3F27Response() S3F28応答ﾒｯｾｰｼﾞをTACCESS_ERR_INFOとTACCESS_INFO構造体内の情報から生成

します。 

 

（注） S3F23、S3F25に対する応答メッセージのための応答情報の構造体はS3F17(ｷｬﾘｱｱｸｼｮﾝ)で使用する 

       TCACT_ERR_INFO構造体と同じものを使用します。したがってTCACT_ERR_INFOの初期設定についてはS3F17 

       で説明した関数を参照ください。 
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（３）ユーザ作成ライブラリ関数 

 

 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数名 機能 
1 DshResponseS3F24() 

 

S3F24 ポートグループアクション応答メッセージ 

2 DshResponseS3F26() 

 

S3F26 ポートアクション応答メッセージ 

3 DshResponseS3F28() 

 

S3F28 ポートアクセスモード応答メッセージ 

 
 

 



                                                                                  

Vol 10 － 14 

３．17．１ 使用する情報格納構造体 

 

（１）S3F23、S3F24 情報格納用 

S3F23のポートグループアクション情報を以下の構造体に格納します。 

 

typedef struct{ 

        char        *portgrpaction;     // group port action 

        char        *portgrpname;       // port group name 

        int         pn_count;           // parameter count 

        TPORTG_PARA **pn_list;          // paramete list 

        }TPORTG_INFO; 

 

typedef struct{ 

        char        *paramname;         // paramname 

        int         pval_fmt;           // paramval  item fmt 

        int         pval_size;          // paramval  data array size 

        void        *paramval;          // paramval data 

        }TPORTG_PARA; 

 

S3F24応答情報は、前述のS3F18で使用したTCACT_ERR_INFOと同じ構造体を使用します。 

 
（２）S3F25情報格納用 

S3F25のポートアクション情報を以下の構造体に格納します。 

 

typedef struct{ 

        char        *portaction;        // port action 

        int         ptn; 

        int         pn_count;           // parameter count 

        TPORT_PARA  **pn_list;          // paramete list 

        }TPORT_INFO; 

 

typedef struct{ 

        char        *paramname;         // paramname 

        int         pval_fmt;           // paramval  item fmt 

        int         pval_size;          // paramval  data array size 

        void        *paramval;          // paramval data 

        }TPORT_PARA; 

 

S3F26応答情報は、前述のS3F18で使用したTCACT_ERR_INFOと同じ構造体を使用します。 

 
（３）S3F27情報格納用 

S3F27のロードポートアクセスモード変更情報を以下の構造体に格納します。 

 

typedef struct{ 

        int         accessmode;         // access mode 0/1 

        int         port_count;         // no. of port  

        int         *port_list;         // port no. list 

        }TACCESS_INFO; 
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S3F26応答情報は、次の構造体を使用します。 

 

typedef struct{ 

        int         caack; 

        int         err_count; 

        TACCESS_ERR_PORT **err_list; 

        } TACCESS_ERR_INFO; 

 

typedef struct{ 

        int         port;               // port no. 

        int         errcode;            // ok/ng - port 

        char        *errtext;           // error text - port 

        } TACCESS_ERR_PORT; 
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３．17．２ ポートアクション関連メッセージ送信関数 

 

 関連する関数はありません。 
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３．17．３ ポート関連情報処理ライブラリ関数 

 
３．17．３．１ DshDecodeS3F23 - S3F23デコード関数 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS3F23(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPORTG_INFO *pinfo                // ﾃﾞｺｰﾄﾞした情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS3F23 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef info As dsh_info.TPORTG_INFO) As Int32 

[.NET C#] 

int DshDecodeS3F23( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TPORTG_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

S3F23のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたポートグループアクション情報を格納する構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S3F23メッセージに含まれるポートグループアクション情報を、ユーザプログラムが処理しやすい

TPORTG_INFO構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTPORTG_INFO()関数を使って開放してく

ださい。 

 

smsg S3F23 

 

  L,3 

   pgrpaction           decode 

    portgrpname 

    Lm 

      L2 

        paramname  

        paramval 

                . 

TPORTG_INFO 

構造体 
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３．17．３．２ DshFreeTPORTG_INFO() ‒ ポートグループアクション情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTPORTG_INFO( 

      TPORTG_INFO *pinfo                   // ﾒﾓﾘを開放したい情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTPORTG_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TPORTG_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTPORTG_INFO( 

        ref TPORTG_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいポートグループアクション情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TPORTG_INFO構造体内で情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TPORTG_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．17．３．３ DshCopyTPORTG_INFO() ‒ ポートグループアクション情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshCopyTPORTG_INFO(  

TPORTG_INFO *dinfo,                 // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPORTG_INFO *sinfo                  // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTPORTG_INFO ( 

        ByRef dinfo As dsh_info.TPORTG_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TPORTG_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTPORTG_INFO( 

        ref TPORTG_INFO dinfo, 

        ref TPORTG_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

ポートグループアクション情報のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のポートグループアクション情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTPORTG_INFO構造体内に格納されているポートグループアクション情報をdinfoが指定する

TPORTG_INFO構造体にコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTPORTG_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．17．３．４ DshMakeS3F23Response() - S3F23の応答メッセージの生成 

   

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshMakeS3F23Response(  

TPORTG_INFO *info,              // ﾎﾟｰﾄｸﾞﾙｰﾌﾟｱｸｼｮﾝ情報格納領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

TCACT_ERR_INFO *erinfo,         // S3F24に設定する応答情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

DSHMSG *smsg,                   // S3F24 ﾒｯｾｰｼﾞを格納するﾒｯｾｰｼﾞ構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE  *buff,                 // S3F24のﾃｷｽﾄ格納ﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    buff_size                // buffのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshMakeS3F23Response ( 

        ByRef info As dsh_info.TPORTG_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TCACT_ERR_INFO,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal buff_size As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshMakeS3F23Response( 

        ref TPORTG_INFO info, 

        ref TCACT_ERR_INFO erinfo, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int buff_size ); 

 

（２）引数 

info 

ポートグループアクション情報が格納されている領域のポインタです。 

erinfo 

S3F24メッセージに設定する応答情報が格納されている領域のポインタです。 

msg 

S3F24応答メッセージ情報を格納するためのメッセージ構造体のポインタです。 

buff 

S3F24応答メッセージのテキストを格納するためのバッファポインタです。 

buff_size 

buffのバイトサイズです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に生成できた。 

(-1) 生成できなかった。（buff領域不足） 

 

（４）説明 

S3F23に対するS3F24応答メッセージをinfoに含まれるポートグループアクション情報と応答情報に従っ

て作成します。 
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応答情報内の、caackをS3F24のCAACKとして設定します。 

CAACKはユーザがS3F23ポートグループアクションメッセージを評価した結果です。 

 

erinfoの情報生成には、DshInitTCACT_ERR_INFO()、DshPutTOBJ_ERR_INFO()関数を使うことができます。 
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３．17．３．５ DshDecodeS3F25 - S3F25デコード関数 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS3F25(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPORT_INFO *pinfo                 // ﾃﾞｺｰﾄﾞした情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS3F25 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef info As dsh_info.TPORT_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS3F25( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TPORT_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

S3F25のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたポートアクション情報を格納する構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S3F25メッセージに含まれるポートアクション情報を、ユーザプログラムが処理しやすいTPORT_INFO構造

体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTPORT_INFO()関数を使って開放してくだ

さい。 

 

smsg S3F25 

 

  L,3 

   portaction          decode 

    ptn 

    Lm 

      L2 

        paramname  

        paramval 

                . 
                . 

TPORT_INFO 

構造体 



                                                                                  

Vol 10 － 23 

３．17．３．６ DshFreeTPORT_INFO() ‒ ポートアクション情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTPORT_INFO( 

      TPORT_INFO *pinfo                   // ﾒﾓﾘを開放したい情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTPORT_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TPORT_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTPORT_INFO( 

        ref TPORT_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいポートアクション情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TPORT_INFO構造体内で情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TPORT_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．17．３．７ DshCopyTPORT_INFO() ‒ ポートアクション情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshCopyTPORT_INFO(  

TPORT_INFO *dinfo,                 // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPORT_INFO *sinfo                  // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTPORT_INFO ( 

        ByRef dinfo As I dsh_info.TPORT_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TPORT_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTPORT_INFO( 

        ref TPORT_INFO dinfo, 

        ref TPORT_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

ポートアクション情報のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のポートアクション情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTPORT_INFO構造体内に格納されているポートアクション情報をdinfoが指定するTPORT_INFO

構造体にコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTPORT_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．17．３．８ DshMakeS3F25Response() - S3F25の応答メッセージの生成 

   

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshMakeS3F25Response(  

TPORT_INFO *info,               // ﾎﾟｰﾄｱｸｼｮﾝ情報格納領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

TCACT_ERR_INFO *erinfo,         // S3F26に設定する応答情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

DSHMSG *smsg,                   // S3F26 ﾒｯｾｰｼﾞを格納するﾒｯｾｰｼﾞ構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE  *buff,                 // S3F26のﾃｷｽﾄ格納ﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    buff_size                // buffのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshMakeS3F25Response ( 

        ByRef info As dsh_info.TPORT_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TCACT_ERR_INFO,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal buff_size As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshMakeS3F25Response( 

        ref TPORT_INFO info, 

        ref TCACT_ERR_INFO erinfo, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int buff_size ); 

 

（２）引数 

info 

ポートアクション情報が格納されている領域のポインタです。 

erinfo 

S3F26メッセージに設定する応答情報が格納されている領域のポインタです。 

msg 

S3F26応答メッセージ情報を格納するためのメッセージ構造体のポインタです。 

buff 

S3F26応答メッセージのテキストを格納するためのバッファポインタです。 

buff_size 

buffのバイトサイズです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に生成できた。 

(-1) 生成できなかった。（buff領域不足） 

 

（４）説明 

S3F25に対するS3F26応答メッセージをinfoに含まれるポートアクション情報と応答情報に従って作成し

ます。 
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応答情報内の、caackをS3F26のCAACKとして設定します。 

CAACKはユーザがS3F25ポートアクションメッセージを評価した結果です。 

 

erinfoの情報生成には、DshInitTCACT_ERR_INFO()、DshPutTOBJ_ERR_INFO()関数を使うことができます。 
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３．17．３．９ DshDecodeS3F27 - S3F27デコード関数 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS3F27(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TACCESS_INFO *pinfo               // ﾃﾞｺｰﾄﾞした情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS3F27 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TACCESS_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS3F27( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TACCESS_INFO pinfo ); 

 

（２）引数 

smsg 

S3F27のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたポートアクセス変更情報を格納する構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S3F27メッセージに含まれるポートアクセス変更情報を、ユーザプログラムが処理しやすいTACCESS_INFO

構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTACCESS_INFO()関数を使って開放してく

ださい。 

 

smsg S3F27 

 

  L,2 

   accessmode          decode 

    Ln 

      ptn1 

      ptn2 

                 . 
                 . 

TACCESS_INFO 
構造体 
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３．17．３．10 DshFreeTACCESS_INFO() ‒ ポートアクセス変更情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTACCESS_INFO( 

      TACCESS_INFO *pinfo                 // ﾒﾓﾘを開放したい情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTACCESS_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TACCESS_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTACCESS_INFO( 

        ref TACCESS_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいポートアクセス変更情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TACCESS_INFO構造体内で情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TACCESS_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．17．３．11 DshCopyTACCESS_INFO() ‒ ポートアクセス変更情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshCopyTACCESS_INFO(  

TACCESS_INFO *dinfo,                 // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TACCESS_INFO *sinfo                  // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTACCESS_INFO ( 

        ByRef dinfo As dsh_info.TACCESS_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TACCESS_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTACCESS_INFO( 

        ref TACCESS_INFO dinfo, 

        ref TACCESS_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

ポートアクセス変更情報のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のポートアクセス変更情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTACCESS_INFO構造体内に格納されているポートアクセス変更情報をdinfoが指定する

TACCESS_INFO構造体にコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTACCESS_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．17．３．12 DshInitTACCESS_ERR_INFO () ‒ ポートアクセス応答情報の初期化 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshInitTACCESS_ERR_INFO(  

TACCESS_ERR_INFO *errinfo,          // ｴﾗ-情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TACCESS_INFO *info,                 // ｱｸｾｽ情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int        caack,                   // ack ﾃﾞｰﾀ 

int        err_count                // ｴﾗｰ情報のﾘｽﾄｻｲｽﾞ（個数 0,1,2...） 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshInitTACCESS_ERR_INFO ( 

        ByRef errinfo As dsh_info.TACCESS_ERR_INFO,  

        ByRef info As dsh_info.TACCESS_INFO,  

        ByVal caack As Int32,  

        ByVal errcount As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshInitTACCESS_ERR_INFO( 

        ref TACCESS_ERR_INFO errinfo, 

        ref TACCESS_INFO info, 

        int caack, 

        int errcount ); 

 

（２）引数 

errinfo 

TACCESS_ERR_INFO応答情報構造体のポインタです。 

info 

TACCESS_INFO応答情報構造体のポインタです。 

caack 

caack - ACKの値です。 

err_count 

errinfo内部に設定するエラー情報構造体の数です。 = 0の場合はエラー情報がないことになりま

す。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に追加できた。 

(-1) info内にエラーを検出した。 

 

（４）説明 

本関数は、S3F27に対する応答メッセージのための応答情報をTACCESS_ERR_INFO構造体に初期設定するた

めに使用します。 

errinfoで指定された構造体のcaackメンバーに引数caackの値を設定し、err_countメンバーに引数

err_countの値を設定します。 

そして、もし、err_count > 0 の場合は、err_listにerr_countだけのTACCESS_ERR_PORTエラー情報構造
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体のポインタリストを設けます。 

 

err_infoへのエラー情報の設定にはDshPutTACCESS_ERR_INFO()関数を使用します。 
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３．17．３．13 DshPutTACCESS_ERR_INFO () ‒ ポートアクセスエラー情報の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshPutTACCESS_ERR_INFO (  

TACCESS_ERR_INFO  *errinfo,         // ｴﾗ-情報格納構造体ﾘｽﾄのﾎﾟｲﾝﾀ 

TACCESS_INFO *info,                 // ｱｸｾｽ情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int        order,                   // info内のport_list上の位置順位 

int        errcode,                 // error code  

char       *errtext                 // error text 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshPutTACCESS_ERR_INFO ( 

        ByRef errinfo As dsh_info.TACCESS_ERR_INFO,  

        ByRef info As dsh_info.TACCESS_INFO,  

        ByVal order As Int32,  

        ByVal errcode As Int32,  

        ByVal errtext As String) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshPutTACCESS_ERR_INFO( 

        ref TACCESS_ERR_INFO errinfo, 

        ref TACCESS_INFO info, 

        int order, 

        int errcode, 

        byte[] errtext ); 

 

（２）引数 

errinfo 

ポートアクセスエラー情報構造体のポインタです。 

info 

S3F27から得られたポートアクセス情報TACCESS_INFO応答情報構造体のポインタです。 

order 

info内のport_list上に格納されているポートIDの格納位置順位 

errcode 

設定するエラーコードです。(メッセージ内のアイテムは U1(51)です。) 

errtext 

設定するエラーテキストが格納されている領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) ﾘｽﾄが満杯で設定できなかった。 

 

（４）説明 

本関数は、errinfo内のerrlistリストの先頭から空きリストを探します。 

もし、空きリストがなければ、(-1)を返却します。 
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もし、空きリストがあれば、その空きリストに１個TACCESS_ERR_PORT構造体領域を設け、その構造体にinfo

内のポートリスト上にあるorder番目のポートIDを設定するとともに、ercodeとerrtextを格納し、0を

返却します。TERR_INFOと内部メンバーのメモリは本関数が取得します。 

 

本関数の実行前にDshInitTACCESS_ERR_INFO()関数を使ってerrinfoを初期化しておく必要があります。 
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３．17．３．14 DshFreeTACCESS_ERR_INFO() - ポートアクセス応答情報メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTACCESS_ERR_INFO( 

      TACCESS_ERR_INFO *erinfo            // ﾒﾓﾘを開放したい応答情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTACCESS_ERR_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TACCESS_ERR_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTACCESS_ERR_INFO( 

        ref TACCESS_ERR_INFO info ); 

 

（２）引数 

erinfo 

メモリを解放したいポートアクセス応答情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TACCESS_ERR_INFO構造体内で情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 
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３．17．３．15 DshMakeS3F27Response() - S3F27の応答メッセージの生成 

   

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshMakeS3F27Response(  

TACCESS_INFO *info,             // ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ情報格納領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

TACCESS_ERR_INFO *erinfo,       // S3F28に設定する応答情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

DSHMSG *smsg,                   // S3F28 ﾒｯｾｰｼﾞを格納するﾒｯｾｰｼﾞ構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE  *buff,                 // S3F28のﾃｷｽﾄ格納ﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    buff_size                // buffのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshMakeS3F27Response ( 

        ByRef info As dsh_info.TACCESS_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TACCESS_ERR_INFO,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal buff_size As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshMakeS3F27Response( 

        ref TACCESS_INFO info, 

        ref TACCESS_ERR_INFO erinfo, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int buff_size ); 

 

（２）引数 

info 

アクセスモード情報が格納されている領域のポインタです。 

erinfo 

S3F28メッセージに設定する応答情報が格納されている領域のポインタです。 

msg 

S3F28応答メッセージ情報を格納するためのメッセージ構造体のポインタです。 

buff 

S3F28応答メッセージのテキストを格納するためのバッファポインタです。 

buff_size 

buffのバイトサイズです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に生成できた。 

(-1) 生成できなかった。（buff領域不足） 

 

（４）説明 

S3F27に対するS3F28応答メッセージをinfoに含まれるアクセスモード情報と応答情報に従って作成しま

す。 
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応答情報内の、caackをS3F28のCAACKとして設定します。 

CAACKはユーザがS3F27アクセスモードメッセージを評価した結果です。 

 

erinfoの情報生成には、DshInitTACCESS_ERR_INFO ()、DshPutTACCESS_ERR_INFO ()関数を使うことができ

ます。 
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３．17．４ ユーザ作成ライブラリ関数 

 

３．17．４．１ DshResponseS3F24() ‒ S3F24 グループポートアクション応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS3F24(  

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TPORTG_INFO *info,            // ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎﾟｰﾄｱｸｼｮﾝﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ TCACT_ERR_INFO 

*erinfo        // S3F24応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS3F24 ( 

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TPORTG_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TCACT_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS3F24( 

        uint trid, 

        ref TPORTG_INFO info, 

        ref TCACT_ERR_INFO erinfo ); 

 

（２）引数 

trid 

S3F23受信時にDSHEng4から渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのID

です。 

info 

グループポートアクション情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

erinfo 

送信する応答メッセージS3F24に含まれる情報を格納するための構造体領域のポインタを指定しま

す。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

グループポートアクションメッセージS3F23に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dsh_ulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHEng4パッケージに

標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 

 

引数に指定されているTCACT_ERR_INFO構造体に含まれている情報からS3F24メッセージを組み立て、その

後、S3F24メッセージを送信します。 
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送信が終ったら、TCACT_ERR_INFOの構造体に使用されたメモリをDshFreeTCACT_ERR_INFO ()関数を使って

開放します。 

 

なお、S3F24メッセージの組み立てに、DshMakeS3F24Response()関数を使用できます。 
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３．17．４．２ DshResponseS3F26() ‒ S3F26 ポートアクション応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS3F26(  

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TPORT_INFO *info,             // ﾎﾟｰﾄｱｸｼｮﾝﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TCACT_ERR_INFO *erinfo        // S3F26応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS3F26 ( 

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TPORT_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TCACT_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS3F26( 

        uint trid, 

        ref TPORT_INFO info, 

        ref TCACT_ERR_INFO erinfo ); 

 

（２）引数 

trid 

S3F25受信時にDSHEng4から渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのID

です。 

info 

ポートアクション情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

erinfo 

送信する応答メッセージS3F26に含まれる情報を格納するための構造体領域のポインタを指定しま

す。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

ポートアクションメッセージS3F25に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dsh_ulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHEng4パッケージに

標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 

 

引数に指定されているTCACT_ERR_INFO構造体に含まれている情報からS3F26メッセージを組み立て、その

後、S3F26メッセージを送信します。 

 

送信が終ったら、TCACT_ERR_INFOの構造体に使用されたメモリをDshFreeTCACT_ERR_INFO ()関数を使って
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開放します。 

 

なお、S3F26メッセージの組み立てに、DshMakeS3F26Response()関数を使用できます。 
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３．17．４．３ DshResponseS3F28() ‒ S3F28 ポートアクセスモード応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS3F28(  

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TACCESS_INFO *info,           // ﾎﾟｰﾄｱｸｾｽﾓｰﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TACCESS_ERR_INFO *erinfo      // S3F28応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS3F28 ( 

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TACCESS_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TACCESS_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS3F28( 

        uint trid, 

        ref TACCESS_INFO info, 

        ref TACCESS_ERR_INFO erinfo ); 

 

（２）引数 

trid 

S3F27受信時にDSHEng4から渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのID

です。 

info 

ポートアクセスモードモード情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

erinfo 

送信する応答メッセージS3F28に含まれる情報を格納するための構造体領域のポインタを指定しま

す。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

ポートアクセスモードメッセージS3F27に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dsh_ulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHEng4パッケージに

標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 

 

引数に指定されているTACCESS_ERR_INFO構造体に含まれている情報からS3F28メッセージを組み立て、そ

の後、S3F28メッセージを送信します。 

 

送信が終ったら、TACCESS_ERR_INFOの構造体に使用されたメモリをDshFreeTASCCESS_ERR_INFO ()関数を



                                                                                  

Vol 10 － 42 

使って開放します。 

 

なお、S3F28メッセージの組み立てに、DshMakeS3F28Response()関数を使用できます。 

 

 


